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町芸術文化の輝くまちづくり事業「桂三枝独演会」を11月26日、
町総合体育館で開催しました。

会場には、1,000人を越える来場者が訪れ、桂三枝師匠の創作落
語を楽しみました。（9ページに関連記事掲載）



平
成
６
年
10
月
か
ら
多
年
に
わ

た
り
新
地
町
代
表
監
査
委
員
を
務

め
ら
れ
、
ま
た
、
平
成
９
年
４
月

か
ら
相
馬
地
区
交
通
安
全
協
会
福

田
支
部
副
支
部
長
、
平
成
13
年
４

月
か
ら
同
支
部
長
と
し
て
活
躍
さ

昭
和
42
年
５
月
か
ら
平
成
11
年

６
月
ま
で
32
年
１
月
に
わ
た
り
新

地
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
企
画
振

興
課
長
、
総
務
課
長
を
務
め
、
平

成
11
年
７
月
か
ら
新
地
町
収
入

役
、
さ
ら
に
平
成
15
年
７
月
か
ら

平
成
18
年
４
月
ま
で
新
地
町
助
役

を
歴
任
さ
れ
、
町
政
の
振
興
と
地

方
自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新

地
ニ
ラ
部
会
長
と
し
て
活
躍
し
、

新
規
会
員
の
加
入
促
進
や
後
継
者

の
育
成
、
機
械
の
導
入
に
よ
る
経

営
の
合
理
化
を
推
進
す
る
な
ど
、

れ
、
地
方
自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
47
年
の
新
地
町
商
工
会
設

立
に
尽
力
し
、
多
年
に
わ
た
り
商

工
会
会
員
と
し
て
事
業
活
動
を
積

極
的
に
進
め
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
東
地
区
へ
の
新
た
な
商
店

街
形
成
や
町
内
へ
の
あ
ぶ
く
ま
信

用
金
庫
誘
致
な
ど
商
工
業
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
50
年
１
月
新
地
町
消
防
団

に
入
団
以
来
31
年
間
、消
防
活
動

に
精
勤
し
防
災
思
想
の
啓
蒙
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、本
部
分
団
長

と
し
て
団
員
の
指
導
な
ら
び
に
消

防
団
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
藤
源
太
郎
（
新
地
町
）

平
成
11
年
よ
り
、
砂
子
田
川
の

車
橋
下
流
の
環
境
整
備
に
尽
力
し
、

地
域
の
美
化
に
努
め
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
藤
喜
昭
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
櫻
井
正
孝
（
新
町
）

・
佐
藤
精
一
（
相
馬
市
）

・
新
谷
う
め
子
（
沢
口
）

・
村
山
正
之
（
城
内
）

・
株
式
会
社
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
相
馬
工
場

・
小
野
義
彦
（
小
川
）

・
小
泉
賢
一
（
杉
目
）

・
荒
　
義
夫
（
中
里
）

・
小
野
則
雄
（
小
川
）

・
株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産

代
表
取
締
役
　
岡
田
庄
治

・
中
津
川
和
正
（
岡
）

・
小
山
田
正
一
（
新
町
）

・
角
田
義
正
（
上
真
弓
）

・
河
内
正
雄
（
富
倉
）

・
只
野
勝
美
（
渋
民
）

・
目
黒
邦
男
（
小
川
）

・
鈴
木
甲
吉
（
大
山
田
）

・
村
井
保
二
（
釣
師
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設
森
の
都

理
事
長
　
森
安
麗
子

・
村
山
正
之
（
城
内
）

・
笹
原
健
児
（
大
戸
浜
）

・
井
イ
チ
子
（
上
真
弓
）

・
小
野
正
利
（
釣
師
）

・
目
黒
武
夫
（
小
川
）

・
佐
藤
秀
子
（
大
山
田
）

・
本
内
義
彰
（
岡
）

・
目
黒
充
摶
（
新
地
町
）

・
名
取
ト
キ
（
杉
目
）

・
小
泉
馨
子
（
杉
目
）

・
坪
井
三
良
（
大
戸
浜
）

・
渡
部
啓
子
（
新
町
）

・
森
　
正
明
（
小
川
）

・
渡
邊
　
登
（
大
戸
浜
）

・
秋
元
嘉
昭
（
上
ノ
町
）

・
三
宅
　
明
（
埓
浜
）

新
地
町
交
通
安
全
表
彰
伝
達
式
及
び
表
彰
式
が
11
月
16
日
、
役
場
正
庁

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
加
藤
町
長
、
相
馬
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
交
通
安

全
功
労
者
14
人
の
表
彰
伝
達
及
び
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
表
彰
者

謝
辞
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
佐
藤
み
さ
子
さ
ん
が
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
意
識
、
モ
ラ
ル
の
向
上
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
森
　
　
敏
明(

杉
目)

・
佐
藤
み
さ
子(

中
里)

・
櫻
井
　
正
行(

新
町)

・
渡
辺
ア
イ
子(

小
川)

・
寺
島
　
　
弘(

大
戸
浜)

・
荒
　
　
文
榮(

釣
師)

・
星
　
　
光
夫(

藤
崎)

・
後
藤
　
桂
一(

新
町)

・
鈴
木
　
健
吉(

杉
目)

・
加
藤
　
栄
一(

杉
目)

・
小
野
ハ
ル
子(

釣
師)

・
小
野
　
章
治(

小
川)

・
菅
野
　
一
英(

藤
崎)

・
荒
　
　
裕
子(

中
里)

・
荒
　
秀
雄
（
中
里
）

・
加
藤
則
夫
（
新
地
町
）

・
門
馬
　
進
（
埓
浜
）

・
大
堀
憲
太
良
（
中
島
）

・
渡
部
啓
子
（
新
町
）

・
加
藤
則
夫
（
新
地
町
）

・
村
山
正
之
（
城
内
）

・
三
島
　
浩
（
仙
台
市
）

・
谷
　
　
博
（
相
馬
市
）

・
渡
邉
満
州
・
利
子
（
相
馬
市
）

・
山
本
澄
子
（
相
馬
市
）

・
目
黒
后
省
（
小
川
）

kikaku
長方形

kikaku
テキストボックス
博



県
内
市
町
村
が
タ
ス
キ
を
つ
な

ぐ
第
18
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

断
駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
19
日
、

白
河
市
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
か

ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、
96．

２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
市
町
村
合
併
や
参

加
市
町
村
の
減
少
で
、
昨
年
よ
り

20
チ
ー
ム
少
な
い
53
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
の
中
、

選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
晩
秋
の
福
島
路
を

力
走
し
ま
し
た
。

新
地
町
チ
ー
ム
の
記
録
は
、
６

時
間
４
分
18
秒
、
総
合
53
位
（
町

の
部
31
位
）
で
ゴ
ー
ル
し
、
昨
年

よ
り
も
、
約
２
分
タ
イ
ム
を
縮
め

ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
、
早
朝
か
ら
応
援

に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ん
、
選
手
に
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
熱
い
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福島県知事選挙の投票が11月12日に行われ、同日夜に開票されました。
新地町の投票率は62.95％で、平成16年の前回より4.49ポイント上回りました。得票結果は次のとおりです。

当日有権者数（人）

男

３,３００ ３,５６７ ６,８６７ ２,０６２ ２,２６１ ４,３２３ ６２.４８ ６３.３９ ６２.９５

女 計 男 女 計 男 女 計

投 票 者 数 （人） 投　　票　　率　（％）

候補者氏名

得　票　数

小川　英雄

１４４

佐藤ゆうへい

１,７３７

高橋　喜重

４５

森　まさこ

２,３０３

川田まさなり

５２

町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
清
潔
で

快
適
な
暮
ら
し
を
お
く
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
と

農
業
集
落
排
水
に
よ
り
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
９
９
１
戸
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
集
落
排

水
施
設
も
平
成
12
年
に
福
田
処
理

区
１
４
９
戸
、
平
成
15
年
に
真
弓

処
理
区
１
０
９
戸
の
供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
の
世
帯
で
下
水
道

が
利
用
で
き
る
の
は
１，

２
４
９

戸
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
利
用

し
て
い
る
の
は
８
２
２
戸
（
66
パ

ー
セ
ン
ト
）
で
す
。
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
地
区
で
は
、
新
地
の
海

や
川
を
よ
り
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

も
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
公
共
下
水
道
事

業
で
は
駒
ヶ
嶺
地
区
を
、
農
業
集

落
排
水
事
業
で
は
今
泉
処
理
区
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
泉
処

理
区
は
、
12
月
20
日
に
通
水
式
を

行
い
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

町
の
下
水
道
の
整
備
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
河
川
や
側
溝
の
水

質
が
改
善
さ
れ
臭
い
も
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
農
業
集
落
排
水
福
田
処

理
場
に
お
い
て
、
灯
油
類
が
下
水

道
に
流
さ
れ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
下
水
道
に
ガ
ソ
リ
ン
・
石

油
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
の
危
険

物
や
異
物
を
流
す
と
、
処
理
場
の

機
能
の
低
下
を
ま
ね
い
た
り
、
下

水
管
が
詰
っ
た
り
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き

る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
で
も
流
し

て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

下
水
道
は
、
自
然
や
人
々
の
生

活
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
長

い
年
月
と
多
額
の
費
用
を
か
け
て

建
設
さ
れ
た
公
共
の
財
産
で
す
。

汚
水
を
流
す
と
き
は
、
右
記
の

点
に
注
意
し
、
正
し
く
大
切
に
使

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

都
市
計
画
課
（

２
１
１
３
）

区　　　　域

公共下水道
（新地町、中島、釣師、大戸浜、埓浜、

小川、富倉、城内、駒町、新町）

農業集落排水

計

福田処理区
真弓処理区

下水道が利用
できる戸数

９９１ ６０１ ６１

１４９
１０９

１,２４９

１３２
８９

８２２

８９
８２
６６

下水道を利用
している戸数

利用率
（％）

（単位：票）



文化祭・産業まつり・・健康福祉まつり・図書館まつり・保育展 
産業まつりは、あいにくの雨の中での開催となりましたが、トマトと卵の

先着プレゼントに早朝から大勢の来場者が訪れました。また、三浦良太歌謡
ショー、ＪＡ女性部による踊り、富倉太鼓などのステージイベントのほか、ビ
ンゴゲーム大会、餅つき、福引き抽選などが行われ、会場を盛り上げました。

会場では、朝市会やＪＡそうま、漁協、商工会、特産品振興協議会、地
元企業らが出店し、販売・展示を行い、お昼には、商工会による山海汁の無
料配付、相馬地方広域市町村圏組合による、特産品の紹介も行われました。

図書館まつりは、親子ふれあい広場で図書館ボランティア「ス
イミー」のみなさんによる読み聞かせ、折紙指人形やピョンピョ
ンカエル作成などの体験コーナーに、多くの親子連れが訪れまし
た。

また、図書館入り口には、これまで町で発掘調査をしてきた出
土品・資料などの郷土資料が展示されました。

このほか、除籍した図書等の配付、図書館行事の写真展示、ク
イズラリーが行われました。

健康福祉まつりは、開会式で健康優良者や食
卓コンクールなどの表彰が行われました。また、
体力測定、食卓コンクールの作品展示・試食、
福祉用品の展示などが行われました。

保育展は、各種行事の写真や、子ど
もたちの面白おかしい「つぶやき」の展
示が行われました。

文化祭は、４日、５日の２日間にわたり行われ、盆栽、書道、郷
土史、俳句、短歌、墨絵、華道、保育所児童の作品展示のほか、生
け花、琴、尺八の体験コーナーも設けられました。

また、５日には文化・芸能発表が行われ、踊りや演奏、よさこい
などが披露されました。



町の秋季火災予防パレードが11月12日
に行われ、町内の各消防団が役場南側広
場から町内各地を巡回し、防火を呼びか
けました。

また、町女性消防隊防火ソフトバレー
ボール大会が11月26日に新地小学校の体
育館で行われ、６チーム約70人の隊員が
親睦を図りました。

町では、県代表として「ＪＯＣジュニアオリ
ンピック２００６　平成18年度全日本卓球選
手権大会」に出場する鈴木翔太さん（藤崎）と、

「２００６フジカップ第17回関東選抜少年サッ
カー大会」に出場する山木健太郎さん（岡）と渡
辺駿斗さん（富倉）に激励金を贈りました。
※町では、各種スポーツ大会（県大会以上）に
出場する選手やチームに、予算の範囲内で激励
金を交付しています。詳しい内容については、
生涯学習課にお問い合わせください。

町
防
犯
協
会
で
は
、
近
年
に
お
け
る
自
転

車
等
の
盗
難
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
10
月
26
日
を
「
二
重
ロ
ッ
ク
の
推
進

日
」
と
し
、
同
日
、
盗
難
防
止
を
呼
び
か
け

る
防
犯
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
尚
英
中
学
校
の
生
徒
に
自
転
車

用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
を
配
付
、
ま
た
、
新
地
駅

で
鍵
か
け
の
状
況
や
施
錠
の
普
及
率
調
査
、

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
配
付
を
し

た
ほ
か
、
広
報
車
で
町
内
を
巡
回
し
防
犯
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て

11
月
２
日
、福
田
小
学
校
４
年
生
と
祖
父
母
・

老
人
会
の
介
護
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
、
体
験
教
室
を
通
し
て
、
児

童
ら
が
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
気
持
ち
や
不
便

さ
を
感
じ
、
そ
の
中
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
く
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
ま

し
た
。

体
験
教
室
で
は
、
児
童
ら
が
目
隠
し
や
お
も

り
を
付
け
て
、
視
力
障
が
い
や
肢
体
障
が
い
な

ど
の
疑
似
体
験
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
福
祉

用
具
を
実
際
に
使
っ
て
み
た
り
し
た
ほ
か
、
介

護
予
防
の
手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月
31
日
、
原
地
区
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
85
名
が
参

加
し
、
青
空
の
下
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

出
し
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）吉

村
義
光
（
埒
浜
）

寺
島
幸
一
（
釣
師
）

横
山
光
英
（
明
地
）

５
年
に
一
度
、
海
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願

す
る
安
波
津
野
神
社
の
例
大
祭
が
11
月
３

日
、
釣
師
浜
漁
港
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
漁
業
後
継
者
の
若
い
衆
が
神

輿
（
み
こ
し
）
を
担
い
で
釣
師
・
大
戸
浜
を

練
り
歩
き
樽
神
輿
（
た
る
み
こ
し
）
に
持
ち

替
え
た
後
は
、
冷
た
い
海
に
入
り
、
海
の
安

全
と
豊
漁
を
祈
願
し
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
漁
業
関
係
者
に
よ
る
演
芸
会
の
ほ

か
、
漁
協
婦
人
部
に
よ
る
鮭
汁
も
振
る
舞
わ

れ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

町では、芸術文化の輝くまちづくり事業
「桂三枝独演会」を11月26日、町総合体育館
で行い、１，０００人を超える来場者があ
りました。

独演会では、桂三枝師匠の創作落語に、
会場からは、笑い声が絶えず巻き起こり、惜
しみない拍手が送られました。また、前座、
幕間として弟子の桂三ノ助さんと桂三象さ
んの落語も行われました。

第15回町民バレーボール大会が11月23日、町総合体育館
で行われ、約200人が参加して熱戦が繰り広げられました。

大会は、地区対抗で行われ、参加した12チームがＡ・Ｂ
ブロックに分かれて試合が行われました。成績は次のとお
りです。

第12行政区（菅谷・高田）
第５行政区（岡）



矢木との結婚に踏み切れず
にいる女流作家・夏子。そん
な彼女をめぐる、推理小説界
を二分する両雄の愛の確執。
やがてふたつの巨星は堕ち、
矢木は病に倒れる。華やかで
驕慢な夏子が、矢木への真実
の愛に生きようとしたその時
…。

『華の棺』 西村　京太郎

クリスマスの前の日！郵便配達やさんのねずみは、
はりきりすぎてころんでしまいました。そのはずみで手

紙は雪のなかへ。ところ
が、その中の１通だけあ
て名が雪で消えかけて誰
に届ければいいのかわか
りません。いったい、誰
にきた手紙？

『サンタさんからきたてがみ』 たんの ゆきこ
垂石　眞子

『恋愛写真』 市川　拓司
『藤沢周平未刊行初期短篇』 藤沢　周平
『木更津ｷｬｯﾂｱｲ ﾜー ﾙﾄﾞｼﾘー ｽﾞ』 宮藤官九郎

ほか

『ともだちおまじない』 内田麟太郎・降矢　なな
『気まぐれな犯罪者』 赤川　次郎

ほか

『Ｒｉｄｅｒｓ　Ｈｉｇｈ』 湘南乃風
『Ｗｈａｔ’ｓ　ｇｏｉｎ’ｏｎ　Ａ．Ｉ．』 ＡＩ

ほか

『地球大進化　46億年・人類への旅』
『裁判員制度－もしもあなたが選ばれたら－
（館内視聴用）』

ほか

活
動
量
が
少
な
く
な
り
が
ち
な

冬
場
、「
体
重
が
増
え
て
き
た
か
な
」

「
お
腹
が
で
て
き
た
か
な
」
と
感
じ

た
時
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
防
の
た
め
に
も
日
頃
の
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
一
つ
の
程
度
は
軽
く
て
も
、

肥
満
と
高
脂
血
症
・
高
血
圧
・
高

血
糖
と
い
っ
た
動
脈
硬
化
の
危
険

因
子
を
複
数
併
せ
も
っ
た
状
態
を

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い

い
ま
す
。

最
近
、
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し

た
状
態
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
が

あ
っ
て
、
血
中
脂
質
、
血
圧
、
血

糖
が
ち
ょ
っ
と
高
め
と
い
う
場
合

は
、
動
脈
硬
化
の
危
険
性
が
い
っ

そ
う
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
な
ど

を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
る

の
で
す
。

ま
ず
は
、
お
へ
そ
周
り
を
測
っ

13
日

福
田
保
育
所

14
日

新
地
保
育
所

14
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日

各
保
育
所

21
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

て
内
臓
脂
肪
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

〈
内
臓
肥
満
型
脂
肪
診
断
基
準
〉
ウ

エ
ス
ト
周
囲
が
、
男
性
85

以

上
・
女
性
90

以
上
の
場
合
は
、

要
注
意
で
す
。

○
豚
肉
は
、
バ
ラ
肉
よ
り
ヒ
レ
や

も
も
肉
を
選
び
、
脂
身
や
鶏
肉
の

皮
は
取
り
除
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
白
く
固
ま
る
油
に
は
要
注
意

（
肉
の
脂
身
や
ベ
ー
コ
ン
、
バ
タ
ー
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の
油
は
体
脂

肪
に
変
わ
り
や
す
い
）

○
魚
は
、
白
身
魚
（
か
れ
い
・
た

ら
な
ど
）
の
方
が
脂
肪
が
少
な
い
。

○
牛
乳
は
低
脂
肪
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
無
糖
・
無
脂
肪
を
選
ん
だ
方
が

よ
い
。

○
豆
腐
や
納
豆
な
ど
は
お
す
す
め

で
す
。

○
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
寝
る
３
時
間
前
は
食
べ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
食
事
、
適
度
な
運
動
で
、

脂
肪
を
た
め
な
い
体
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

お
腹
に
カ
ッ
ト
バ
ン
を
貼
っ

て
き
た
Ｒ
君

保
育
士
「
お
腹
ど
う
し
た
の
？
」

Ｒ
　
君
「
昨
日
、ウ
ン
チ
出
る
時

お
腹
痛
く
な
っ
た
か
ら
、

カ
ッ
ト
バ
ン
貼
っ
た
の
」

保
育
士
「
お
腹
痛
い
の
治
っ
た
？
」

Ｒ
　
君
「
カ
ッ
ト
バ
ン
貼
っ
た

か
ら
治
っ
た
よ
！
」

と
嬉
し
そ
う
な
Ｒ
君
で
し
た
。

図書館ボランティア「スイミー」
のみなさんによる、絵本の読み聞か
せや工作などを行います。

内容は、幼児から小学校低・中学
年向きです。

福
田
保
育
所
で
は
、
一
昨
年
か

ら
「
伝
承
あ
そ
び
を
通
し
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
育
て
る
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
あ
や
と
り

が
大
人
気
で
、
子
ど
も
た
ち
は
今

で
も
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
伝
承
あ
そ
び

で
あ
や
と
り
を
教
え
て
も
ら
い
、

様
々
な
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

あ
や
と
り
は
、
技
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
、
ま
た
、
技
の
習
得
に

向
け
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
、
集
中
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
良
い
遊
び
で
す
。
指
先
を

使
う
こ
と
で
、
手
先
が
器
用
に
な

り
、
脳
の
発
達
も
促
し
ま
す
。

ま
た
、
二
人
あ
や
と
り
で
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
技
を
教
え
、
ま
た

教
わ
っ
た
り
す
る
中
で
、
人
間
関

係
に
良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

Soon that winter landscape so unique to Northeastern Japan will make its way over,
and I’m already beginning to miss the summer vacation spent relaxing outdoors.
However, when the weather gets this cold, there generally isn’t much else to do but
read indoors, and for that reason it is considered a fantastic time to study. In fact,
the Japanese Language Proficiency Test held in Sendai is quickly approaching, and

in order to draw up an effective study plan, I decided to try learning from the bears. As soon as winter is
about to begin, bears will settle into a quiet, warm spot and focus solely on sleeping until spring returns.
Similarly, I too have switched into the so-called “examhibernation” mode. Until that Japanese test is
finished, I’ll enter acycle of sleeping, then studying, sleeping, then studying, and even in my dreams
it’s a given that I’ll be reviewing material learned the previous day. Unlike those bears, however, I’ll

occasionally need a change of pace with some human activities like skiing and seeing friends. I am, after all, no bear.
By the way, in this month’s issue I’d like to share my internet site with you. It functions as a kind of bulletin board with
pictures from all over the world posted there. Please take a look. http://homepage.mac.com/benjammr/Well, it’s about time
I head back to my quiet, warm den and get to studying, right? I’d like to wish you all as well a
healthy, productive winter season!

（和訳は15ページ）

あ
や
と
り
は
、
た
っ
た
一
本
の

糸
で
で
き
る
遊
び
で
す
が
、
使
い

方
で
「
ハ
ッ
！
」
と
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
あ
そ
ん
で
い
て

首
に
か
け
た
り
す
る
と
、
ひ
っ
か
か

っ
た
り
、
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
り
と
危
な

い
た
め
、
あ
や
と
り
の
ひ
も
は
た
す

き
掛
け
に
し
て
、
持
ち
運
ぶ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
引
っ
張
り
合
い

は
し
な
い
な
ど
を
決
め
て
遊
ぶ
こ

と
も
大
事
で
す
ね
。

遊
ん
だ
あ
と
の
片
付
け
で
は
、

指
４
本
に
く
る
く
る
か
け
て
輪
を

作
り
小
さ
く
ま
と
め
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。



老
齢
又
は
退
職
年
金
（
障
害
・

遺
族
・
福
祉
年
金
を
除
く
）
に
は

所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
受
給
額

が
「
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以

上
」、「
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円

以
上
」
の
方
は
、「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者
へ
は
申
告
書
が
随
時
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
期
限
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
提
出
期
限
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
み
や

か
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
）。
扶
養
親

族
等
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
扶
養
控
除
や
障
害
者
控
除
な

ど
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
だ

新
地
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
平
成
19
年

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

毎
年
行
わ
れ
る
国
の
指
定
統
計
調

査
で
す
。

12
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
左
記
の
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
荒
　
健
二
郎

・
斎
藤
福
太
郎

・
太
田
　
政
光

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

け
で
な
く
、
多
く
の
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

・
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
さ

れ
た
方
　
５
％

・
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
方
　
10
％

※
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
に
用
紙
を
備
え
て
い
ま
す
。

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所

（

５
１
８
５
）

・
健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

○
12
月
23
日

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

出
演
者

フ
ル
ー
ト
芳
賀
文
恵
さ
ん

他

【
１
回
目
】
午
前
11
時
〜

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
〜

「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ

う
！
」

【
１
回
目
】
午
前
10
時
〜

◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

・活動時間は午前10時からです。
・月～土（午前１０時～１２時）は「なかよし

ひろば」として児童館を開放していますの
でご利用ください。

日　時 内　容 場　所
12月06日 育児講話 児童館
12月20日 クリスマス会 児童館
１月10日 自主活動 児童館

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

１
月
27
日

・
28
日

の
２
日
間
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
等
の
参
加
（
学
習
発

表
・
作
品
展
示
な
ど
）
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

12
月
13
日

ま
で
新
地
公
民
館
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

新
地
公
民
館
（

２
０
８
５
）

県
で
は
、
次
の
と
お
り
ニ
ー
ト

の
悩
み
ご
と
に
関
す
る
巡
回
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

１
月
23
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
「
学
び
の
森
」

４
名

福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
対
策
グ

ル
ー
プ

０
２
４
―
５
２
１
―
８
２
０
９

・外気温がマイナス４度以下になったとき
・１日中外気温が氷点下が続いたとき
・長時間水道を使わないときなどは、水道凍結が起こ
る可能性があります。注意しましょう。

屋外の露出したままの水道管や蛇口を防寒してく
ださい。

蛇口や水道管に熱湯を一度にかけずに、気温の上
昇により自然に解凍を待つか、タオル等をかぶせて、
その上からぬるま湯を徐々にかけ、時間をかけてゆ
っくり解凍してください。

それでも水がでないとき、お近くの指定給水装置
工事事業者へ修理をお申し込みください。

※凍結修理費用は、自己負担となりますのでご注意く
ださい。

相馬地方広域水道企業団（ ６７３６）

町では、今泉地区内の下水道工事に伴い、今泉字鞘
前地内で、下記のとおり全面通行止めを行います。迂
回しての通行となりますので、案内看板に従い通行さ
れますようご協力をお願いします。

今泉字鞘前地内（今泉地内ＪＲ跨道橋東側から
蒲庭団地南までの鉄道沿いの砂利道150ｍ区間）
12月13日 ～１月30日

都市計画課（ ２１１３）

福
島
県
内
の
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
２
回
目
】
午
後
２
時
30
分
〜

○
12
月
24
日

「
す
ぎ
や
ま
こ
う
じ
の
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
シ
ョ
ー
」

【
１
回
目
】
午
前
11
時
〜

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
〜

「
電
気
と
あ
そ
ぼ
う
！
」

【
１
回
目
】
10
時
30
分
〜

【
２
回
目
】
午
後
１
時
〜

【
３
回
目
】
午
後
２
時
30
分
〜

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

相
馬
労
働
基
準
監
督
署

（

４
１
７
５
）

故
井
上
ツ
ル
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
井
上
康
夫
さ
ん
（
中
島
）
よ
り

水
戸
良
吉
さ
ん
（
新
地
町
）
よ
り

㈱
渡
辺
建
設
　
代
表
取
締
役

渡
辺
謙
さ
ん
よ
り
／
故
阿
部
正

男
・
ハ
ル
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
阿
部
公
義
さ
ん
（
城
内
）
よ
り

故
菊
地
實
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
菊
地
正
実
さ
ん
（
沢
口
）
よ
り

福
島
県
浜
通
り
特
定
郵
便
局
長

会
よ
り

荒
二
郎
さ
ん
（
中
里
）
よ
り
／

菊
地
正
実
さ
ん
（
沢
口
）
よ
り

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
29
回
58

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
７
人
／

新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
漁

協
婦
人
部
１
回
２
人
／
新
地
高
校

１
回
９
人
／
高
校
生
１
回
１
人

①飲酒運転の追放
②夕暮れ時及び夜間の歩行者・自転車乗用中の交通

時防止
③後部座席を含む全席シートベルト着用の徹底

低賃金（産業）名

福島県最低賃金
非鉄金属製造業
電気機械器具製造業
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業
輸送用機械器具製造業
精密機械器具製造業
自動車小売業

６１８円
７２５円

６８５円

７１９円
７１３円
７１１円

Ｈ18.10.1

Ｈ18.12.1

最低賃金額 効力発生
年月日１時間



♪
木
枯
ら
し
途
絶
え
て

冴
ゆ

る
空
よ
り

地
上
に
降
り
敷
く

奇
し
き
光
よ
・
・
・
・
・
・
♪

冬
の
夜
空
は
、
星
座
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
に
最
適
で
す
。
夜
空
を
見
上

げ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
新
地
町
は

空
気
が
き
れ
い
に
澄
ん
で
い
る
な

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
冬
の
星
座
が
魅
力
的

な
わ
け
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
オ

リ
オ
ン
座
が
見
え
る
か
ら
で
す
。

な
な
め
一
列
に
行
儀
よ
く
並
ん

だ
三
つ
星
、
明
る
い
星
を
線
で
結

び
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
狩
人
オ
リ

オ
ン
が
こ
ん
棒
を
ふ
り
か
ざ
す
勇

ま
し
い
姿
、
腰
に
下
げ
た
剣
先
に

は
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
・
・
・
。

美
し
い
星
空
の
下
で
星
を
拾
い

集
め
、
結
び
つ
け
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
に
登
場
す
る
人
物
や
動
物
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
そ
の
デ
ザ
イ

ン
の
見
事
さ
に
感
動
を
覚
え
る
こ

と
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

南
の
空
の
オ
リ
オ
ン
座
、
北
の

空
の
北
斗
七
星
、
カ
シ
オ
ペ
ヤ
座

等
々
。
親
子
で
冬
の
星
座
を
楽
し

ん
で
み
て
は
…
。
流
れ
星
も
き
っ

と
見
え
る
は
ず
で
す
。

◆

平
成
19
年
新
地
町
成
人
式
を
、
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
想
い
出
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
１
月
７
日

成
人
の
日

（
受
付
）
午
後
１
時
〜

（
式
典
）
午
後
１
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
又
は
、
尚

英
中
学
校
卒
業
生
の
方
で
昭
和
61
年
４

月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
最
近
転
入
さ
れ

た
方
な
ど
で
、
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課（

２
０
８
５
）

いよいよ東北ならではの雪景色がやってきて、楽々外で過ごした夏休みはもう
懐かしい。しかし、こんな寒い天気ともなると、だいたい、屋内で読んだりする
ほかないので、素晴らしい学習時期とされている。しかも、仙台で行われる日本
語能力試験が早く近づいているよ。それに向けて効果的な勉強計画を立てるた
め、私はまず熊さんの行動を少し見習ってみた。熊さんは冬が始まるところへ、

静かで温かい場所に落ち着き、また春になるまでずっと睡眠に夢中だ。このように、私
もいわゆる「試験冬眠」に切り替えておいた。その試験が終わるまで寝ては学び、寝て
は学びの繰り返しとなり、夢の中でも、前の日に習った内容が浮かぶことに決まってい
る。ただし、熊さんと違って時々スキーに行く、友達に会うなどの人間的な気分転換が
必要ではないだろうか。私は結局熊ではない。

ちなみに、今月号では私のウエブサイトをお知らせしたいと思う。掲示板として機能
しており、世界中のあちこちで撮った写真を貼り出してある。どうぞご覧ください。
http://homepage.mac.com/benjammr/
では、そろそろ静かで温かい書斎に戻って読み続けなければね。皆さんにも、充実した
活発な冬の日々をお楽しみください。

（和訳編）

10
月
23
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児

健
診
で
、
虫
歯
０（
ゼ
ロ
）の
子
供

は
14
人
中
９
人
で
し
た
。

平成19年１月１日 午前５時
釣師浜海水浴場

☆参加者に豚汁サービス

釣師の浜をきれいにする会（ ２４１２）

平成19年１月１日 午前６時
鹿狼山登山口

☆参加者に記念品プレゼント
鹿狼山元旦登山実行委員会

新地町観光協会（ ２１１２）

元
町
議
会
議
員
の
齋
藤
文
雄
さ
ん
と
菅

野
健
太
郎
さ
ん
へ
の
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式

が
、
11
月
１
日
と
11
月
21
日
に
町
長
室
で

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
３
期
12

年
間
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
た
ほ

か
、
町
振
興
計
画
審
議
会
委
員
、
町
営
住

宅
入
居
者
選
考
委
員
、
町
民
生
委
員
推
せ

ん
委
員
、
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
、
町
政
の
多
方
面
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
３
期
12

年
間
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
（
昭
和
42
年

〜
昭
和
46
年
７
月
ま
で
は
村
議
会
議
員
）

を
務
め
た
ほ
か
、
村
・
町
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
、
町
監
査
委
員
な
ど
、
町
の
振

興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。



再生紙使用

◆毎年、文化祭や産業まつり、ふくしま駅伝が終わると
「今年も終わりだな～」と感じます。広報担当になってか
ら、広報紙を眺めながら一年間を振り返り、取材したと
きのことを思い出しています。◆今年も残すところあとわ
ずかとなりました。今年１年間、多くのみなさんに支えら
れ無事、「広報しんち」を発行することが出来ました。あ
りがとうございました。 （健）

（平成１８年１０月２１日～平成１８年１１月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

絢
あや

音
ね

佐藤　　尚・光　代 中　里

諒
りょう

真
ま

荒　　洋一・千恵子 小　川

マユ花
か

早坂　真一・友香理 中　里

滉
こう

介
すけ

伊藤　俊弥・倫　子 明　地

沙
さ

彩
あや

名取　俊光・恵美子 菅　谷

帆
ほの

華
か

岩佐　友和・尚　美 岡

知
とも

樹
き

加藤　広幸・春　美 中　里

（死亡者） （年齢） （地区）
松谷　奥子 87歳 釣　師
�田　清二 78歳 藤　崎
荒　きみい 86歳 中　里
中津川廣光 85歳 小　川
志藤　隆雄 48歳 富　倉

（死亡者）（年齢）（地区）
鈴木　成雄 74歳 杉　目
生泉　マサ 83歳 岡
菊地　　實 81歳 小　川
菅野　一正 81歳 中　島

「
手
づ
く
り
！
ヘ
ル
シ
ー
お
弁
当
」
を
テ
ー
マ

に
第
７
回
わ
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、
応
募
の
あ
っ
た
９
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀

作
品
に
次
の
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

・
黒
豆
ご
は
ん
弁
当
熊
澤
　
静
江
（
下
真
弓
）

・
ポ
パ
イ
お
弁
当

荒
　
　
英
子
（
作
　
田
）

・
梅
じ
ゃ
こ
・
鮭
し
そ
お
に
ぎ
り
弁
当

武
澤
　
惠
子
（
釣
　
師
）

作
品
の
審
査
会
は
、
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

栄
養
技
師
、
健
康
し
ん
ち
21
策
定
メ
ン
バ
ー
、

食
生
活
改
善
推
進
員
ら
に
よ
り
10
月
27
日
、
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
各
作

品
に
感
心
し
な
が
ら
採
点
を
し
ま
し
た
。

優
秀
３
作
品
は
、
広
報
し
ん
ち
で
随
時
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。




